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１ 改正健康増進法の全面施行と新型コロナパンデミック 

2020年 4月 1日より改正健康増進法が全面施行されましたが、同じ

ころ、新型コロナウイルス感染症のパンデミックが拡大し続け、行政

や飲食店はタバコ対策に取り組めない状況になりました。一方、タバコ産業は外出自粛や在宅勤務

など、喫煙者の生活変化に合わせ、より一層の PR活動を進めました。喫煙所問題にも介入し、ある

いは喫煙可能店への抜け道の指南、コロナ対策の名を借りた行政や NPO などへの支援活動、新型タ

バコの広告宣伝などです。そうしたパンデミック下でのタバコ産業の活動を紹介し、その戦術・戦

略、そして問題点を分析します。 

 

２ タバコ産業の広告戦略と新型タバコが果たす役割 

いうまでもなくタバコ規制枠組み条約（FCTC）では、タバコ会社の広告宣伝は強く規制されていま

す。一方、日本では業界の自主規制のもとで大手マスメディアにタバコ会社のテレビコマーシャル

や新聞広告が続けられています。また、新型タバコのアイコス、新製品イルマのスティックには金属

片が入れられていますが、このことを知らない喫煙者も多く、在宅勤務が多くなった環境変化で子

どもが手に取りやすい場所にタバコ製品が置かれることも増え、より危険性が増しています。イル

マに代表されるように、タバコ産業は新型タバコの新製品、新技術を市場へ投入し続けています。タ

バコ対策はこうした攻勢に後手後手にまわりかねません。タバコ産業のマスメディアへの浸透状況

の分析、そして新型タバコにおける問題点を考えます。 

 

本講演では大きく上記、2項目についてお話したいと考えております。 

 


